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この論文では、 2 次の実シンプレクティック群Sp (2 ; R) と特殊ユニタリ一群 SU (2 、 2 )の離散系列表現の
極小 Kータイプに対応する Whittaker 関数を調べています。主要な結果として、 Whittaker 関数からなる空間の適
当な基底を決定し、その基底に含まれる関数が古典的な特殊関数によって積分表示されることを示しました。
もう少し詳しく説明すると、群 G の許容表現 π に対する Whittaker モデルとは、 π の、 G の極大巾単部分群のユ
ニタリ一指標からの誘導表現の中への実現です。 Sp (2 ; R) と SU (2 、 2 )の離散系列表現の場合には、それぞ
れ織田孝幸と早田孝博がシュミットオベレーターから得られるホロノミック微分方程式系を考えることにより、極小








特徴付けられる 4 つの Whittaker 関数が得られ、そのうちの緩増大な関数は、織田孝幸らにより得られた
Whittaker 関数と一致しました。また、それらの 4 つの解のいくつかの評価式が得られました。その評価式は、
Whittaker 関数から構成される Poincare 級数の収束性、及び、 Fourier 係数を調べる際に重要です。
論文審査の結果の要旨
当論文では、階数 2 の斜交群とユニタリ群について、ラージ離散系列表現の最小 K タイプに属するホイタッカ一
関数を特徴付けるホロノミック微分方程式系のすべての解を決定しているo 解の具体的記述は、保型形式の構成・解
析の際に不可欠な情報を与える重要な結果で、博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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